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１．研究の目的 

 1923年 9月 1 日の関東大震災の後に外科の患者に対応した東大医学部第二外科の記録が残されている。こ

れまで存在が知られていなかった史料を読み、震災に対する医療の構造を問う。 

 

２．研究開始当初の背景 

 東大旧第二外科が整理された状態で保存されている史料のうち、当直日誌と患者の病歴という二種類の史料

を撮影し、関東大震災時の東大の外科医の体制と、そこで治療された患者の経験の二つを分析する。 

 

３．研究の方法 

 研究を助けてもらうために、日本史の鈴木淳、ドイツ文学の大宮勘一郎、社会学の赤林学、西洋史の勝田俊

輔の 4 人の教員と共同した。日本語の史料とドイツ語の史料を読み解くために、合計 4 人の大学院生に依頼し

てすぐに読むことができる史料を作り出した。 

 

４．研究成果 

 中間報告と総合報告を 2022 年 3 月と 9 月に行った。前者は鈴木淳と鈴木晃仁の講演と廣川和花と北村紗衣

によるコメント、後者は赤林学と鈴木晃仁の講演と高林陽展と中尾麻衣香によるコメントである。前者はブックレ

ットとして刊行され、後者も公開に向かっている。 
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